
２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ①小学校国語

・平均正答率は60[59.6]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-1.3ポイント

児童数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 33,169 7.8 ／ 13 60〔59.6〕 8.0 3.0

全 国(公立) 922,411 7.9 ／ 13 61〔60.9〕 8.0 3.0

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 13 60［59.6］ 60.9

学
習
指
導
要
領
の
内
容

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 4 65.9 66.8
(2) 情報の扱い方に関する事項 2 51.0 52.3
(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 3 64.4 65.8
Ｂ 書くこと 2 43.2 45.7
Ｃ 読むこと 2 65.0 65.9

評価の観点

知識・技能 6 60.9 62.0
思考・判断・表現 7 58.5 60.1
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 9 60.4 61.9
短答式 2 62.3 62.6
記述式 2 53.4 54.9

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の内容
評価の観点 問題形式

正答率
(％)

無解答率
(％)知識及び技能

思考力、判断力、
表現力等
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１⃣

一
【構成メモ】の工夫として適切なものを選択す
る

３・４
イ ○ ○ 71.9 73.9 0.5 0.8

二
⑴

【動画の一部】の工夫として適切なものを選択
する

５・６
ウ ○ ○ 59.8 60.2 0.4 0.6

二
⑵

【動画の一部】の太線囲みの部分の工夫として
適切なものを選択する

５・６
ウ ○ ○ 61.6 63.2 0.5 0.7

二
⑶

〈音声〉の下線部の工夫の効果として適切なも
のを選択する

５・６
ク ○ ○ 63.8 65.2 0.5 0.8

２⃣

一
花山さんの文章の工夫を説明したものとして適
切なものを選択する

５・６
イ ○ ○ 55.9 57.9 0.6 0.8

二
【花山さんの文章の一部】の下線部①に続く文
として適切なものを選択する

３・４
ア ○ ○ 48.7 48.9 0.8 1.1

三
ア

【花山さんの文章の一部】の下線部アを、漢字
を使って書き直す（みじか-い）

５・６
エ ○ ○ 77.9 80.0 4.2 4.1

三
イ

【花山さんの文章の一部】の下線部イを、漢字
を使って書き直す（ふしぎ）

５・６
エ ○ ○ 46.7 45.2 6.2 6.6

四
【花山さんの文章の続き】の空欄に入る内容を、
【集めた情報】から抜き出して考えが伝わるよ
うに書く

５・６
エ ○ ○ 30.6 33.5 5.3 5.2

３⃣

一 【文章】の特徴として適切なものを選択する
５・６
カ ○ ○ 75.1 76.7 1.6 2.2

二
傍線部①、②、③について【林さんのメモ】に
どのように整理したのかを説明したものとして
適切なものを選択する

５・６
イ ○ ○ 53.4 55.6 1.9 2.5

三
⑴

【話し合いの様子の一部】の空欄に入る内容と
して適切なものを選択する

５・６
ウ ○ ○ 53.8 55.5 2.5 3.3

三
⑵

【文章】を読んで考えたことを、自分の経験と
結び付けてまとめて書く

５・６
オ ○ ○ 76.3 76.4 15.4 15.6

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】
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２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ②小学校算数

・平均正答率は54[53.6]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-2.8ポイント

児童数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 33,171 8.6 ／ 16 54〔53.6〕 9.0 4.0

全 国(公立) 922,778 9.0 ／ 16 56〔56.4〕 9.0 4.0

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 16 54［53.6］ 56.4

学習指導要領の領域

Ａ 数と計算 8 58.2 61.1
Ｂ 図形 4 51.8 55.3
Ｃ 測定 1 76.4 78.1
Ｃ 変化と関係 3 38.1 41.1
Ｄ データの活用 4 45.6 48.6

評価の観点

知識・技能 12 57.4 60.1
思考・判断・表現 4 42.5 45.4
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 5 54.4 56.0
短答式 8 56.6 59.7

記述式 3 44.5 48.5

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
正答率
(％)

無解答率
(％)
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１⃣

⑴ 一辺が８㎝の立方体の体積を求める式を書く
５(4)
ア(ｲ) ○ ○ 66.3 72.7 1.6 1.3

⑵
直方体の箱の形の六つの面のうち、四つの面が示
されたとき、残りの二つの面の縦と横の長さを書
く

２(1)
ア(ｳ)
４(2)
ア(ｱ)

○ ○ 62.3 63.0 1.8 1.7

⑶
１㎤の立方体を36個使ってできた直方体の体積を
書く

５(4)
ア(ｱ) ○ ○ 38.3 40.1 4.7 4.2

⑷
四つの箱のまとめ方によって宅配便の送料に違い
があるかを調べるために、直方体イの送料の求め
方とその答えを書く

２(2)
ア(ｱ)

４(2)
ア(ｱ)
※

３(1)
ア(ｱ) ○ ○ 40.2 45.2 6.6 5.8

２⃣

⑴
74291の百の位の数を四捨五入して、千の位までの
概数で表したものを選ぶ

４(2)
ア(ｲ) ○ ○ 63.1 66.5 1.0 1.0

⑵
イシガメ14匹が動物園全体のカメの数の20％に当
たるときの、動物園全体のカメの数を求める式と
答えを書く

５(3)
ア(ｲ) ○ ○ 47.5 53.1 8.7 7.2

⑶
ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求める式
の意味について、正しいものを選ぶ

５(2)
イ(ｱ) ○ ○ 36.4 36.1 1.6 1.6

⑷
赤いテープの長さが、白いテープの長さの1.5倍に
なっている図を二つ選ぶ

４(4)
ア(ｱ)

５(3)
ア(ｱ) ○ ○ 30.4 34.2 1.4 1.5

３⃣

⑴
１、５、９の３枚のカードを当てはめてつくるこ
とのできる最も大きい数を書く

４(4)
ア(ｲ) ○ ○ 94.4 94.5 1.0 1.0

⑵
二つの小数のどちらが５に近いかを判断するため
に、6.37－５と５－3.76を計算する

４(4)
ア(ｳ) ○ ○ 52.5 58.1 2.6 2.2

⑶
７／３と７／４のどちらの方が大きいかを判断し、
そのわけを書く

４(5)
ア(ｱ)
イ(ｱ)
５(4)
ア(ｱ)
ア(ｴ)
イ(ｱ)

○ ○ 40.0 44.0 3.4 3.2

⑷
５／３を表す目盛りが示された数直線上で、１を
表す目盛りを選ぶ

３(6)
ア(ｱ)
ア(ｲ)

○ ○ 68.4 68.1 2.7 2.7

４⃣

⑴
全員分のアンケートが整理されていない学級を見
付け、その根拠となる人数を表１と表２の中から
書く

３(1)
ア(ｱ)
※

○ ○ 53.3 56.2 3.7 3.7

⑵
昔遊びの計画を見て、全体で使える時間の中で、
「前半」に使える時間は何分間かを書く

２(2)
ア(ｱ)
３(4)
ア(ｱ)

３(2)
ア(ｲ) ○ ○ 76.4 78.1 3.8 3.4

⑶
二次元の表から、前半にあやとりに参加する人数
と、前半はかるたに参加し、後半はあやとりに参
加する人数を書く

４(1)
ア(ｱ) ○ ○ 15.0 17.9 4.1 3.9

⑷
帯グラフから、「いっしょに話ができたこと」の
割合が約何％かを選ぶ

５(1)
ア(ｱ) ○ ○ 73.8 74.9 6.8 6.9

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】

※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。
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２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ③中学校国語

・平均正答率は63[63.3]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-0.6ポイント

生徒数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 32,596 9.5 ／ 15 63〔63.3〕 10.0 3.3

全 国(公立) 841,873 9.6 ／ 15 64〔63.9〕 10.0 3.3

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 15 63［63.3］ 63.9

学
習
指
導
要
領
の
内
容

知識及び
技能

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 5 61.9 63.0
(2) 情報の扱い方に関する事項 1 69.0 70.4
(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

思考力、
判断力、
表現力等

Ａ 話すこと・聞くこと 3 63.1 63.9
Ｂ 書くこと 3 68.2 67.4
Ｃ 読むこと 3 59.0 59.7

評価の観点

知識・技能 6 63.1 64.2
思考・判断・表現 9 63.4 63.7
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 9 71.8 72.7
短答式 3 55.5 55.8
記述式 3 45.5 45.5

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の内容
評価の観点 問題形式

正答率
(％)

無解答率
(％)知識及び技能

思考力、判断力、
表現力等
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取
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選
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こ

と

１⃣

一
「可能の意味」を含んでいるものとして適切な
ものを選択する

２
オ ○ ○ 83.4 84.3 0.1 0.2

二
「投げられる」を説明したものとして適切なも
のを選択する

１
エ ○ ○ 67.3 70.2 0.2 0.3

三 「ら抜き言葉」であるものを選択する
２
オ ○ ○ 84.7 85.4 0.1 0.2

２⃣

一
発言について説明したものとして適切なものを
選択する

１
ア ○ ○ 69.3 68.5 0.2 0.3

二
話合いの中の発言について説明したものとして
適切なものを選択する

１
エ ○ ○ 69.5 70.4 0.2 0.3

三
話合いを受けて整理したタブレット端末の画面
を説明したものとして適切なものを選択する

２
イ ○ ○ 69.0 70.4 0.3 0.4

四
話合いを受けてどのような意見を述べるか、自
分の考えを書く

２
オ ○ ○ 50.5 52.7 16.0 14.7

３⃣

一
文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考
にして、漢字を書き、漢字の組合せとして適切
なものを選択する（とる）

２
ウ
エ

○ ○ 37.5 39.8 0.2 0.3

二
気持ちがより伝わるように、表現を工夫して書
く

２
ウ ○ ○ 92.4 92.3 4.8 4.8

三
文章の展開の意図を説明したものとして適切な
ものを選択する

２
イ ○ ○ 64.9 65.0 0.4 0.5

四
書いた文章について、交流を基にして、「この文章
のよい点や改善点」と「今後随筆を書くときに生か
したいこと」を書く

２
オ ○ ○ 47.3 45.0 11.7 10.7

４⃣

一
文章全体を三つに分けて整理したものとして適
切なものを選択する

１
ア ○ ○ 71.0 71.6 0.6 0.7

二
国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせる」
と同じような内容を表す別の表現を文章中から
抜き出す

１
ウ ○ ○ 36.7 35.2 20.4 19.8

三
文章中に書かれている、会話の表情を表す擬音
語・擬態語の特徴をまとめたものとして適切な
ものを選択する

１
ウ ○ ○ 67.3 68.7 1.0 1.1

四
二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」
が表している具体的な様子と擬態語の効果を書
く

１
オ ○ ○ 38.8 38.9 20.7 18.6

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】
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２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果 ④中学校数学

・平均正答率は55[55.0]％
・平均正答率の小数値での比較では、全国との差は、-2.0ポイント

生徒数(人) 平均正答数(問) 平均正答率(％) 中央値 標準偏差

北海道(公立) 32,580 8.8 ／ 16 55〔55.0〕 9.0 4.5

全 国(公立) 842,491 9.1 ／ 16 57〔57.0〕 10.0 4.5

分類 区分
対象

問題数
(問)

平均正答率(％)

北海道(公立） 全 国（公立）

全体 16 55［55.0］ 57.0

学習指導要領の領域

Ａ 数と式 5 66.2 67.8
Ｂ 図形 4 47.9 48.7
Ｃ 関数 3 50.7 54.8
Ｄ データの活用 4 51.3 53.5

評価の観点

知識・技能 12 60.9 63.0
思考・判断・表現 4 37.3 39.1
主体的に学習に取り組む態度 0

問題形式

選択式 3 58.0 59.3
短答式 9 61.8 64.2
記述式 4 37.3 39.1

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
正答率
(％)

無解答率
(％)

ＡＢＣＤ知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選

択

式

短

答

式

記

述

式

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

数

と

式

図

形

関

数

デ

ー

タ

の

活

用

１⃣
２月３日のＡ市の最高気温が最低気温より何℃高
くなったかを書く

１(1)
ア(ｳ) ○ ○ 85.3 85.7 0.5 0.6

２⃣
７x＋９－５x＋７x²＋２xから、７xの同類項をす
べて書く

２(1)
ア(ｱ) ○ ○ 68.3 70.5 2.3 2.2

３⃣
四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ∥ＱＲを示すため
の根拠となる二つの角を書く

２(1)
ア(ｱ) ○ ○ 50.5 49.1 3.0 2.8

４⃣
反比例の表において、xの値が－３のときのyの値
を求める

１(1)
ア(ｲ) ○ ○ 48.1 55.3 1.1 1.1

５⃣
大小二つのさいころを同時に投げるとき、大きい
さいころの目が６で小さいさいころの目が１であ
る確率を求める

２(2)
ア(ｲ) ○ ○ 55.9 60.2 5.6 4.8

６⃣

⑴
選んだ２数が３と６のときについて、陸斗さんの
予想が成り立つことを示す式を書く

２(1)
ア(ｴ) ○ ○ 71.8 73.2 7.9 6.6

⑵
陸斗さんの予想がいつでも成り立つことを説明す
るための方針を完成するために、当てはまるもの
を選ぶ

２(1)
ア(ｳ) ○ ○ 63.9 65.0 0.6 0.6

⑶
手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ－Ｂ
の値がどんな数になるかを、選んだ２数の差に着
目して説明する

２(1)
イ(ｲ) ○ ○ 41.5 44.6 29.9 26.5

７⃣

⑴
動画の時間とデータ量の関係を表すグラフにおい
て、点Ｃの座標を書く

１(1)
ア(ｳ) ○ ○ 72.0 75.2 6.6 5.6

⑵
データ量が1000ＭＢになるときの動画の時間がお
よそ何秒になるかを求める方法を説明する

１(1)
イ(ｲ) ○ ○ 31.9 33.9 42.9 39.6

８⃣

⑴
∠ＡＯＢの大きさがａ°のとき、∠ＰＯＢの大き
さをａを用いた式で書く

１(1)
ア(ｱ) ○ ○ 60.3 62.5 10.4 9.0

⑵
図１において、ＡB＝ＡP、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯＢ＝∠
ＡＯＰであることを、三角形の合同を基にして証明する

２(2)
イ(ｲ) ○ ○ 45.1 46.1 25.1 22.2

⑶
図２において、証明する事柄における仮定となる
辺や角の関係を選ぶ

２(2)
ア(ｲ) ○ ○ 35.7 37.1 1.0 1.0

９⃣

⑴
全校生徒の睡眠時間の度数分布表において、最小
の階級から６時間以上７時間未満の階級までの累
積度数を求める

１(1)
ア(ｱ) ○ ○ 44.2 46.0 16.7 14.3

⑵
学年別の睡眠時間について、学年別睡眠時間の箱
ひげ図から読み取れることとして正しいものを選
ぶ

２(1)
ア(ｱ) ○ ○ 74.3 75.8 0.8 0.7

⑶

「就寝時刻が23時より前の生徒と比べて、23時以
降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にある」と主
張できる理由を、悠真さんが調べたことの二つの
度数分布多角形の形と位置を比較して説明する

１(1)
イ(ｱ) ○ ○ 30.7 31.9 33.2 28.9

【問題別集計結果】【概要】

【正答数ごとの層分布】

【集計結果】

19.4 

22.1 

30.3 

30.8 

21.0 

20.3 

29.1 

26.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全 国(公立)

北海道(公立)

0-4問 5-9問 10-12問 13-16問

※太枠は、全国以上の平均正答率
及び全国以下の無解答率
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⑤中学校英語（３技能）

・平均IRTスコアは489
・平均IRTスコアの比較では、全国との差は－10であり、全国を下回っている

平均
IRTスコア

標準偏差
パーセンタイル値

10％ 25％ 50％ 75％ 90％

北海道
(公立)

489 110.8 360 410 481 559 628

全 国
(公立)

499 113.7 364 419 494 571 641

問題
番号

問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式
正答率
(％)

無解答率
(％)

⑴⑵⑶⑷⑸知

識

・

技

能

思

考

・

判

断

・

表

現

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度

選

択

式

短

答

式

／

口

述

式

記

述

式

／

口

述

式

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

北

海

道

(

公

立

)

全

国

(

公

立

)

聞

く

こ

と

読

む

こ

と

話

す

こ

と

［

や

り

取

り

］

話

す

こ

と

［

発

表

］

書

く

こ

と

注文の場面での店員と客の会話を聞き、客が注文
したものを選択する

○
※ ○ ○ 60.0 60.2 0.1 0.2

ショッピングセンターでのアナウンスを聞き、行
くべき階を選択する

ア ○ ○ 77.9 78.5 0.1 0.1

学校見学についての説明を聞き、行くべき場所を
選択する

ア ○ ○ 75.2 76.0 0.1 0.1

職場体験についての発表を聞き、その後に示され
る３枚の絵を体験した順になるように選択する

イ ○ ○ 41.7 43.8 0.2 0.3

住みやすいまちづくりについての発表を聞き、話
し手が最も伝えたいことを選択する

ウ ○ ○ 55.5 55.6 0.3 0.2

文章を読み、グラフの空所に入る学校行事を選択
する

○
※ ○ ○ 67.2 67.3 1.0 1.1

誕生日パーティーに関するメールを読み、最も適
切な時刻を選択する

ア ○ ○ 69.9 72.4 0.1 0.1

友達からのメッセージを読み、相手が示した条件
に合うウェブサイトを選択する

ア ○ ○ 59.8 63.8 0.1 0.1

物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ち
の変化を表したものを選択する

イ ○ ○ 47.6 49.0 0.1 0.1

⑴
インターネットの使用に関する文章を読み、書き
手が最も伝えたいことを選択する

ウ
○ ○ 46.1 47.5 0.1 0.2

⑵
インターネットの使用に関して読んだことについ
て、考えとその理由を書く

ウ ○ ○ 24.5 27.8 16.2 14.6

①
与えられた情報に基づいて、留学生の昨日の出来事
を説明する英文を書く

ア ○ ○ 52.5 58.9 2.8 2.5

② ア ○ ○ 47.2 52.7 3.2 3.0

中学生になってからの思い出を１つ取り上げ、そ
こで体験したことと感想を書く

イ ○ ○ 43.5 47.5 10.3 8.7

留学生との交流会で一緒にしたいことを１つ取り
上げ、その理由を書く

イ ○ ○ 41.0 44.0 10.9 9.3

学校で普段行うことを１つ取り上げ、それについ
ての説明を書く

イ ○ ○ 25.6 27.8 15.5 14.2

【問題別集計結果（公開問題）】【概要】

【IRTスコア集計値】

※「学習指導要領の領域」における「○」は、五つの領域別の目標に分類されない「知識及び技能」を示している。

１

10

２

３

４

５

６

７

８

11

12

９

13

14

【IRTスコア分布グラフ】
（パーセンタイル値：10%、25%、50%、75%、90%）

※太枠は、全国以上の平均正答率
及び全国以下の無解答率

※IRTスコアは、IRTに基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を
基準にした得点で表すもの

【平均正答数集計値】

生徒数(人) 平均正答数 標準偏差

北海道(公立) 32,620 3.5  /  7 2.1

全 国(公立) 839,203 3.5  /  7 2.1

※公開問題のうち、全員に共通して出題される７問（ 、 、 、 ⑴、 ⑵、 ①、 ②）の
集計値を掲載

１ ５ ６ 10 1110 11

２ 結果の概要 (2) 教科ごとの調査結果

※パーセンタイル：データ全体を小さい順に並べたときに、ある値が下から数えて
何％の位置に相当するかを表す数値

北海道

（公立）

全国

（公立）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

10% 25% 50% 75% 90%
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